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ることがわかっている( Aharonian et al., 2012)。 ガンマ線待機でのエネルギースペクトルは 2 つのベキ関数で
よくモデル化できる。かに星雲はそのモデルを説明するプロトタイプ天体である。2011年 4月、Fermi衛星で観測さ
れたかに星雲からのフレアはMeV-GeVガンマ線帯域において通常よりも数十倍高いフラックスでおよそ 6日間続いた





ており、日々研究が進んでいる(Clausen-Brown & Lyutikov, 2012; Uzdensky et al., 2011)。これまでのところ、
フレア現象を示すパルサー風星雲はかに星雲のみと考えられていた。 
 天の川銀河からおよそ 50kpcの位置に大マゼラン雲(LMC, Large Magellanic Cloud)と呼ばれる伴銀河が存在する。
2008 年 11 月、Fermi 衛星はこの領域においても突発的な変動現象を観測したが、光子統計の問題から起源天体を同


















をよく再現する空間モデルを作成しなければならない。そこで私は以下の 2 種類の空間モデルを作成した。 
・Analytic model : ガンマ線放射は星間ガスの空間分布とは相関がないものとして表現したモデル。 





ころ、非常に高い有意度で 30Dor 内部に 2 つの点源天体が検出された。そのうちの一つは J0540-6919 と呼ばれるパ
ルサー、もう一方はN157B の位置に非常に高い有意性が見られることがわかった。 
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研究成果の概要 つ づ き  
 
 すなわちこの 2天体においては、あるエネルギー帯域のガンマ線がどれだけやってきたかをモデル化することに
成功した。2008年 11月に発生したガンマ線フレアにおける有意性を見るために、2008年 10月から 2008年 12月ま
での３カ月における有意検定を行った。その結果、N157B の位置において高い有意度が検出された。またライトカ
ーブと呼ばれる、横軸に時間、縦軸にフラックスをとった時間変動を示したグラフを作成したところ、N157Bは 2008












 この高エネルギー現象に物理的解釈を与えるために、理論によるモデル化を行う必要がある。D. Kahngulyan 氏
による One-zone modelでは、2つの粒子加速メカニズムを仮定した計算を行っている。一つは Shock加速である。
これはパルサー風が周囲の超新星残骸物質と衝突する境界で粒子加速が発生するという衝撃波統計加速理論を取り
入れたモデルである。この環境を再現するためにη=B/E=100と設定した。ここで Bと Eはそれぞれ磁場と電場であ








た、さらに高エネルギーガンマ線による観測である。そのため N157B を H.E.S.S.で観測できれば、磁気リコネク
ションのような高エネルギー現象を解明する上で有意義な研究となる。特に N157B が逆コンプトン散乱成分を持
っていた場合、そのスペクトルは TeV 帯域にベキを形成する。より広い帯域のスペクトルを作成できると、放射モ
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